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はじめに


















































































































































































































































令す｡郵城に故殿あり名を漢武帝殿とい う ｡ 昔､武帝が遊行を好み､行幸した

































































































































であれば､曹植のいう ｢泰極｣と ｢開聞 ｣は具体的にどの建物を示すのであろうか｡与
筆者は北宮の建始殿と承明門を指すと考える｡建始殿は曹操が建てたものであるが(2)､
最初に引用した裳松之注に見られるごとく､文帝の時にはこれを正殿として用いてい
























































陽南 宮 ｡)｣とあるのは明らかに漢の南宮を指している｡さらに ｢『漢官典職』に候師
は洛陽から離れること四十五里､朱雀閑を望むに､その上は欝然として天と連なると



















































































































































































































































奔噂 職域 柵坑 変革
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-西 図Ⅴ 門地と閑台の三期補修使用遺跡
関係示意図
(『漢魂洛陽城遺祉研究』697頁)
1.3号院東側の版築塔の補修状況
2.城門基礎北側の壁面の補修状況
･-南 3.東関基礎周縁部の補修状況
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